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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月11日(2008.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が自重により流下可能な球通路と、当該球通路内における遊技球の流下を制止可
能な制止部材と、当該制止部材を駆動する駆動手段とを有し、前記球通路から遊技球を払
出し可能な払出手段を備えた遊技機において、
　払出すべき遊技球の球数を記憶可能な払出個数記憶手段と、
　所定の払出信号の入力に基づき、当該払出信号に応じた払出すべき球数を前記払出個数
記憶手段に設定する払出個数設定手段と、
　前記払出個数記憶手段に記憶された払出すべき球数を基に前記駆動手段を制御する駆動
制御手段と、
　前記払出手段より払出される遊技球を検出する球検出手段と、
　前記球検出手段によって検出された遊技球の球数を計数する球数計数手段と、
　前記払出個数記憶手段に設定された払出すべき球数を超えて払出された過剰払出分の遊
技球の球数を記憶する過剰払出球数記憶手段とを備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技球が自重により流下可能な球通路と、当該球通路内における遊技球の流下を制止可
能な制止部材と、当該制止部材を駆動する駆動手段とを有し、前記球通路から遊技球を払
出し可能な払出手段を複数備えた遊技機において、
　払出すべき遊技球の球数を記憶可能な払出個数記憶手段と、
　所定の払出信号の入力に基づき、当該払出信号に応じた払出すべき球数を前記払出個数
記憶手段に設定する払出個数設定手段と、
　払出すべき球数が１以上の場合には、前記複数の払出手段のうちの少なくとも１つにお
いて前記駆動手段を作動状態として遊技球を流下させる制御を行い、払出すべき球数が０
の場合には、前記複数の払出手段において前記駆動手段を非作動状態として遊技球の流下
を制止する制御を行う駆動制御手段と、
　前記複数の払出手段から払出される遊技球を検出する球検出手段と、
　前記払出個数記憶手段に記憶される払出すべき球数から、前記球検出手段によって検出
された分の球数を減算する減算手段と、
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　払出すべき球数が０の場合に、前記複数の払出手段から払出された遊技球の球数を計数
する過剰払出球数計数手段と、
　前記過剰払出球数計数手段によって計数された球数を記憶する過剰払出球数記憶手段と
を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記過剰払出球数記憶手段に記憶された過剰払出分の球数を表示する過剰払出球数表示
手段を備えたことを特徴とする請求項１又は２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記制止部材は、前記球通路内における遊技球の流下を制止する規制位置と、遊技球の
流下を許容する規制解除位置とに変位可能に設けられ、
　前記駆動手段は、摺動変位可能な摺動手段を具備し、当該摺動手段の変位動作に基づき
前記制止部材を変位駆動させるよう構成されていることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれかに記載の遊技機。
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